
章

9 1　配管材料 １）給水 

 ・ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ） 

空

調  ・ 一般配管用ステンレス鋼管（ＪＩＳ Ｇ ３４４８）

設 ・ 給水用高密度ポリエチレン管（ＰＷＡ ００５）

備 ２）冷温水

・ ・ 一般配管用ステンレス鋼管（ＪＩＳ Ｇ ３４４８） 

換 ・ 配管用炭素綱鋼管（ＳＧＰ白）（ＪＩＳ Ｇ ３４５２） 

気 ・ 架橋ポリエチレン管（ＪＩＳ Ｋ ６７６９） 

設 ・ ポリブテン管（ＪＩＳ Ｋ ６７７８） 

備 （注）架橋ポリエチレン管及びポリブテン管はファンコイル

　　　ユニット機器接続部のみに使用する。

・ 空調配管用高性能ポリエチレン管（ＮＥＴＩＳ登録品）

３）冷却水

・ 一般配管用ステンレス鋼管（ＪＩＳ Ｇ ３４４８）

・ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ） 

　　　　　　　　　　　　　　　　（ＪＷＷＡ Ｋ １１６）

・ 配管用炭素綱鋼管（ＳＧＰ白）（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）

・ 給水用高密度ポリエチレン管（ＰＷＡ ００５）

４）蒸気給気

・ 配管用炭素綱鋼管（ＳＧＰ黒）（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）

５）油

・ 配管用炭素綱鋼管（ＳＧＰ黒）（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）

・ ポリエチレン被覆鋼管（ＪＩＳ Ｇ ３４６９）

６）蒸気還管

・ 圧力配管用炭素綱鋼管（ＳＴＰＧ３７０黒Ｓｃｈ４０）

　　　　　（ＪＩＳ Ｇ ３４５４）

７）冷媒 

・ 冷媒用断熱材被覆銅管（ポリエチレン保温材（難燃性））

　　　　　　　　　　　　　　　（ＪＣＤＡ ０００９）

８）ドレン

・ 配管用炭素綱鋼管（ＳＧＰ白）（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）

・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）（ＪＩＳ Ｋ ６７４１）

・ 空調ドレン用結露防止層付硬質塩化ビニル管

９）６０Ｓｕ以下のステンレス鋼管継手は一般配管用ステンレス鋼管

の管継手性能基準による継手とする。７５Ｓｕ以上のステンレス

鋼管継手はハウジング継手とする。

２．管の接合等 １）給水用高密度ポリエチレン管、空調配管用高性能ポリエチレン管

を使用する場合の配管支持間隔は標準仕様書及びメーカー施工

標準のうち小さい方を適用する。

２）架橋ポリエチレン管及びポリブテン管の支持間隔は標準仕様書に

よるほか、メーカーの示す施工方法に準じ分岐部及び曲がり部に

おいても適切に固定する。

３．フレキシブル ステンレス製ベローズ形とする。

ジョイント

４．空 気 抜 き 空気溜まりを生ずる箇所には、操作の容易な位置に空気抜き装置を

設ける。

５．ダ ク ト １）長方形ダクトの製作

・ アングルフランジ工法

・ コーナーボルト工法

（ ・ 共板フランジ ・ スライドオンフランジ ）

ただし、長辺が１５００㎜を超えるもの及び、最大静圧が

５００Ｐａを超えるものはアングル工法とする。

２）円形ダクト

・ 亜鉛鉄板製（スパイラルダクト）
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・ 硬質塩化ビニル製（ＶＵ管）

３）防火区画貫通部の施工

貫通する部分の前後１５０㎜以上を１．６㎜の鋼板製と

する。

６．吹出口、吸込口 １）枠及びスリットの材質はアルミニウム製とする。

２）着色 ・ する ・ しない

７．点 検 口 サプライチャンバー、リターンチャンバー等には点検口

（４５０×６００）を取り付ける。

８．チャンバー 外壁に面するガラリに設けるチャンバーは有効なドレン装置を

設置すること。

９．予備フィルター ・ 図記による。

・ フィルター装着枚数の（ ・ １００％ ・ ％）

ただし、ルームエアコン、パッケージ形マルチ室内機、カセット

形全熱交換器、カセット形ファンコイルを除く。

１０．ばい煙測定口 煙道内の排気流速が安定している直管部分に８０φのものを

取り付けること。

１１．屋外フード類 着色 ・ する ・ しない

１２．弁 の 耐 圧 図記なき弁の耐圧は10ｋとする。

１３．空調用流体の 日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器用水質ガイドライン）による。

水質基準

１４．高調波対策 定格電流値が２０Ａを超える機器は高調波対策を施す。


